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　なんだか調子が悪いなと思っても、原因が
分からず、どの診療科にかかればよいか迷う
方も多いのではないでしょうか。総合診療医
は、年齢、性別、臓器や疾患などを限定せずに

「幅広い視野で患者と地域を診る専門医」
で、簡単にいうと「身近で、なんでも診てくれ
るお医者さん」です。近年、高齢化や生活習
慣の変化に伴う慢性疾患の増加、疾病の多
様化や心理社会的要因の関与が注目されて
いますが、総合診療医は、それらに対応し得
る日本では新しい専門分野の医師です。

　総合診療医は、主に地域で診療を行う医
師ですが、本院では、他の病院や院内の他の
診療科より紹介された診断困難症例を中心
に診療しています。また、院内で発生した体

今回は、2017年6月に外来診療を開始した
徳島大学病院総合診療部をご紹介します。

総合診療部に
ついて

調不良の方にも対応しています。
　診断は、医療面接と身体診察を大切にし
て疾患の可能性を絞り込み、診断の確定／
除外のために必要に応じて血液検査・画像
検査などを行います。また専門診療科を紹介
させていただく場合もあります。
　治療は、疾患と患者さんによって様々です
が、総合診療部で継続診療する場合、専門
診療科を紹介する場合、紹介元医療機関に
逆紹介する場合などがあります。一般医学的
治療に加え、心理的要因や社会的要因（仕
事や家庭など）が症状に大きく関連していると
考えられる場合には、患者さんと相談しつつそ
れらに対するアプローチも行っていきます。
　また、2018年6月には入院診療も開始し、
診療体制の充実が図られています。

　総合診療部は、総合診療医の育成にも力を
注いでいます。現在7名が専攻医として研鑽に
努めていますが、本院を拠点としつつ、総合診
療医の主な活躍の場である地域医療機関でト
レーニングを積んでいます。大学病院における
総合診療は、総合診療医としては特殊な領域
ですが、様々な診断困難症例の経験を積むこ
とができるため、育成には重要な場所です。
　今後は大学病院でも経験を積んだ総合診
療医を地域の基幹病院や身近な診療所など
に多く送り出すことができるよう取り組んでまい
りたいと考えています。
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　４月から副病院長（歯科担当）を拝命いたしました。近年、歯周病などの口腔感染症と
全身疾患との関連に加えて、口腔ケアによる入院期間の短縮や手術後の合併症の減
少なども示されており、医科歯科連携の重要性が高まっています。このことから、歯科全
体の取り組みとして、口腔管理センターの周術期口腔機能管理体制を一層強化しまし
た。今後も安全・安心かつ高度・先進的な歯科医療を提供できるように運営し、地域の
皆様のQOLの向上に努めて参りたいと思いますので、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

副病院長
（歯科担当）
歯周病科長・
高次歯科診療部長

湯本 浩通
（ゆもと ひろみち）

　令和３年４月１日付けで副病院長（医療安全管理担当）となりました髙木です。安
心・安全で質の高い医療を地域の皆様にお届けすることは徳島大学病院の使命で
す。安全管理部や感染制御部をサポートして、これまで以上に徳島県の皆様に貢献
できるように、力を尽くしたいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。

副病院長
（医療安全管理担当）
脳神経外科長

髙木 康志
（たかぎ やすし）

　４月１日大学院医歯薬学研究部腎臓内科分野に着任いたしました。前任地慶應
義塾大学では生活習慣病による腎臓病診療にかかわりました。糖尿病や高血圧によ
る腎臓病は早めの対策が大切です。腎臓病の重要性を徳島県に広めたいと考えて
おります。また大学病院では総合腎臓病センターを設立し、病院全体の腎臓病の診
療をさらに充実させております。地域の先生方、そして病院内の他科の先生方の診療
に貢献できるよう尽力いたします。

腎臓内科長

𦚰野　修
（わきの しゅう）

　令和３年２月１日付で小児歯科長を拝命いたしました岩﨑智憲と申します。私はこ
れまで顎骨が未発達なために発症する小児の睡眠時無呼吸の診断、歯科的治療、
そして歯科的予防の研究と臨床に力を入れてきました。今後は小児のう蝕などの一
般的な歯科疾患だけでなく、睡眠歯科医療の面からも徳島の医療に貢献できるよう
努力してまいりますので何卒宜しくお願い申し上げます。

小児歯科長

岩﨑 智憲
（いわさき とものり）

　私はこれまで、低侵襲の機能・審美接着再生治療を専門とし、むし歯の治療、すり
へった歯の治療、変色歯のホワイトニング治療などを行って来ました。最近では、発展
著しいデジタル技術を活用することで、治療時間が短く、かつ正確で精度の高い治療
が可能になりました。患者さんの健康な歯を削らず保存することによって、地域の方々
の健康増進に貢献できるよう尽力しますので宜しくお願いいたします。

むし歯科長

保坂 啓一
（ほさか けいいち）
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原因がわからない、どこを
受診すればよいかわから
ない、といった症状でお
悩みの方は、かかりつけ
の医師とご相談のうえ、
総合診療部を受診くださ
い。誠心誠意、対応させ
ていただきます。

患者さんへ一言




